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研究業績に関する事項 

著書、学術論文等の名称 
単著・  

共著の別 

発行又は発

表  

の年月 

発行所、発表雑誌又は発表学会

等の名称 

（著書）  

（原著）  

スケーリング技術向上のための

手指トレーニングの効果 
共著 2019 明倫短期大学紀要 

（総説） 

（症例）  

（学会発表）  

「M短期大学歯科衛生士学科 1年

生におけるフッ化物洗口経験の

有無によるう蝕有病状況の比較

について」 

共著 2024.12.7 第 23回明倫短期大学学会 

「フッ化物洗口によるう蝕予防

効果の持続性」 
共著 2023.11.25 第 22 回明倫短期大学学会 

歯科衛生士学科 1 年生を対象と

した手指衛生教育の効果 
共著 2022.11.26 第 21 回明倫短期大学学会 



「スケーラーの把持状況が歯石

除去に与える影響」 
共著 

2021.12.17

～12.24 

第 12 回日本歯科衛生教育学会

総会・学術大会 

「歯石除去とスケーラーの把持

状況の関係について」 
共著 2021.12.17 第 20 回明倫短期大学学会 

歯科衛生士学科１年次における

スケーラー把持についての現状 
共著 2020.11.28 第 19 回明倫短期大学学会 

歯科衛生士教育機関における

COVID-19 対応状況について－

全国歯科衛生士教育協議会参加

校における調査結果から－ 

共著 2020.11.28 第 19 回明倫短期大学学会 

本学附属歯科診療所における感

染予防対策の現状と今後の課題 
共著 2020.11.28 第 19 回明倫短期大学学会 

「ラベンダー精油とブラックペ

ッパー精油の臭覚刺激による唾

液分泌促進効果」 

共著 2020.11.28 第 19 回明倫短期大学学会 

歯科衛生士免許取得後のキャリ

アアップの検討 
共著 2019.12.20 第 18 回明倫短期大学学会 

小学校における親子ブラッシン

グ教室参加者の歯科保健行動の

現状 

共著 2019.12.20 第 18 回明倫短期大学学会 

スケーリング技術向上にかかわ

る手指トレーニングの効果 
共著 

2018.12.1

～2 
第 9 回日本歯科衛生教育学会 

N 病院歯科口腔介護ボランティ

ア見学における学生の不安感の

度合いと観察視点の変化につい

て 

共著 2018.12.15 第 17 回明倫短期大学学会 

手指トレーニングによるスケー

リング技術向上の取り組み 
共著 2018.12.15 第 17 回明倫短期大学学会 

小学校における昼休みを活用した歯

みがき指導の効果 共著 
平成 28 年 9

月  

日本歯科衛生学会雑誌：第 11

巻第 1 号：90．2016（日本歯科

衛生学会第 11 回学術大会，口

演発表，広島）  



器具の受け渡し時におけるヒュ

ーマンエラー削減のための教育

法－眼球運動から見た教育効果

の分析－  

共著 
平成26年11

月  

日本歯科衛生教育学会雑誌第５

巻第２号：142, 2014.  

Ｈ小学校 3 年生における昼休み

を活用したブラッシング指導の

試み  

共著 
平成25年12

月  

日本歯科衛生教育学会第 4 回日

本歯科衛生教育学会総会・学術

大会抄録号：第 4 巻第２号：122．

2013（第 4 回日本歯科衛生教育

学会総会・学術大会，ポスター

発表，千葉） 

  

ブラッシングにおける利き手側

と非利き手側の比較―第４報 

左利きの刷掃時間とブラシ圧の

比較―  

共著 
平成 25 年 9

月  

日本歯科衛生学会雑誌；８

（３）：253  

ブラッシングにおける利き手側

と非利き手側の比較―第３報 

左利きのプラーク除去率の比較

―  

共著 
平成 25 年 9

月  

日本歯科衛生学会雑誌；８

（３）：252  

Relation of mRNA Level of 

Histatins to Oral Hygiene   
共著 

平成 25 年 3

月 

IADR-APR 2013 PROGRAM 

AND ABSTRCT BOOK ：90 

（商業誌）  

（知財）  

 


